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は じ め に

 身体の器官は使えば発達するが，使わなければ衰える。この原理は，これからも人間を支配するはず

である。機械化時代の生活では，押しボタンによってすべてが機能するため体力がなくても不自由しな

いかも知れない。しかし体力が衰えると意欲が全般的に低下し，生活そのものから「はり」が失われる

というような心配がある。つまり運動，スポーツを含めて，体を大きく使う活動は，同時に心の働きな

しではすすめられない活動である。感情や意欲も働くし，想像，構想，認識の能力も大いに関係すると

考えられる。その活動が創造的，意欲的である程，心の働きはいつそう活発に展開されることになろう。

 実際に，高校，大学の時代に体育や運動に積極的に参加した社会人ほど，体育，スポーツの価値も有

意に高水準で認識していたという報告もあり，青少年期に積極的に経験させることが生涯スポーツの基

礎となるであろうと考えられる。

 毎年一般体育実技受講者に，スポーツテストを実施している。その結果を本学紀要に発表した。特に

基礎運動能力では，全国平均に比し，低い傾向にある。その要因については，色々考えられるが，発育

発達から考えても，女子は男子に比べ，思春期以後体重分布の変動が非常に大きくなり，皮下脂肪厚に

ついても男女差が一層顕著なものになる。今回はその皮下脂肪厚を取り上げた。本学紀要16号（1985）

で，体格，ローレル指数等が運動能力の優劣を決定する重要な要因の一つと考えられたが，更に，皮下

脂肪厚と運動能力との間にどの様な関連がみられるか検討した。

研 究 方 法

 研究対象は，本学61年度入学生で，体育実技履習者のうち，スポーツテスト全項目，皮下脂肪厚の測

定者，347名である。測定時期は，体力診断テストの7項目，運動能力テストの1000m走を除く4項目に

ついては，4月～5月，1000m走は，11月に測定レた。皮下脂肪厚については，4月～5月，11月と2

度測定した。身長，体重は4月の測定値を使用した。

 測定方法について，スポーツテストは，文部省の測定要項通り実施した。10001n走については，125m

のトラックを8周走った。皮下脂肪厚は，上腕背部，肩甲骨下部の2ヶ所測定した。栄研式皮下脂肪厚

計を使用し，3回測定し平均した。2部位とも被験者の右側を測定した。測定時のヒフのつまみあげは

身体長軸に並行におこなった。
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研 究 成 績

1，体格・体力診断・運動能力の成績（M・

SD）

 身長，体重，運動能力項目別の平均値，

標準偏差を示したのが第1表である。第

2表は体力診断項目別の平均値，標準上

値を示したものである。いずれも測定者

数は347名である。

2，皮下脂肪厚の成績と分布

 第3表は皮下脂肪厚（以後皮脂厚），上

腕背部（以後上腕），肩甲骨下部（以後肩

甲骨），上腕背部と有甲骨下部（以後上

腕＋肩甲骨）を加えた平均値と標準偏差

表1 体力診断項目におけるM・SD
反復横とび

@個）

垂直とび
@（cm）

背筋力
@（kg）

握  力
@（kg）

上体そらし

@（cm）

立位体前屈

@（cm〕
踏み台
i指数〉

MS・D 38．1

R．4

42．7

U．2

83．5

P9．3

27．6

S．9

56．7

W．2

14．9

T．8

63．5

U．0

表2 運動能力項目におけるM・SD
50  m
@（秒〉
走幅跳
@（cm）

ハンドボー

挙梶i鋤

懸  垂
@（回）

1000m走
@（秒）

MS・D 9．0

O．6

308．6

P5．0

14．5

Q．4

36．7

P2．3

349．0

P9．0

を5月，11月別に示したものである。いずれの部位についても5月に比し11月が低い傾向を示していた。

更に皮脂肪厚部位別の分布を示したのが第1図である。上腕では5月，11月共に16～20mmに最頻値を示

している。11月測定値は，皮脂厚の値が高くなる所では5月に比し低い分布であった。肩甲骨では5月，

11月共に11mr 15mmで最頻値の分布を示していた。6mr lOmmで11月が5月の約2倍の分布に対し，21

表3 体格・皮下脂肪厚部位別M・SD
上 腕 部 （mm） 肩 甲 骨 下 部 上 腕 肩 甲 骨身  長

icm）

体  重

ikg） 5月 11月 5月 11月 5月 ！1月

MS・D 156．6

X3
51．8

U．3

18．1

S．9

16．9

S．6

16．3

T．4

15．1

S．7

34．3

X．3

31．6

W．4

mm～25m皿では11月が1／2の分布であった。上腕＋肩

甲骨においては，11月が26mm～30mm。5月が25m皿

40mmでそれぞれ高い分布を示していた。

3，体格，体力と皮下脂肪厚高低群間の検討

 皮脂厚を高・中・低群に分類した。分類の基準

は次のように行った。すなわち中剃とは，該当す

lll

る項目の平均値±1標準偏差の区間をしめる群で10。

あり，それ以上を高群，それ以下を低群とした。

皮脂厚の高群と低群の間に体力項目の得点にどの

ような差がみられるか検討をすすめた。（表456 50

参照） 身長，体重で皮脂厚各部位高群が低群に

比しすぐれていたが有意差はなかった。体力診断

項目で背筋力，握力の項目は皮脂厚いずれの部位

で低群に比し高群がすぐれ特に上腕＋肩甲骨で有

図1皮脂厚部位別月別分布
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意にすぐれていた。他の5項目については，各部位で高群に比し低群がすぐれていた。その中で反復横

とびで肩甲骨，垂直とびで各部位，踏み台昇降で上腕，上腕＋肩甲骨でそれぞれ低群が有意にすぐれて

いた。

 表4 皮下脂肪厚部位別高低一間における体力診断項目のMとSD

反復横とび（回〉 垂直とび（cm） 背 筋 力（回） 握    力（回〉 上体そらし（cm） 立位体前屈（回） 踏み台昇降く指数｝

M S・D M S・D M S・D M S・D 魑 M S・D M S・D M S・D

上腕 高 98 37．1 4．59 40．8 5．6 85．7 20．1 28．1 4．4 56．2 8．4 14．3 5．1   派U0．4 10．9

低 103 37．9 4．3 43．6 6．1 81．8 20．1 27．0 5．3 56．4 9．1 15．6 8．7 64．1 10．8

古同 99   禾R7．1 5．1 42．0 4．2 84．8 、 19．8 28．2 4．5 55．9 10．0 13．9 5．2 62．1 9．5肩甲骨

低 102 38．6 4．0 44．1 7．2 80．0 19．7 27．2 6．3 56．3 8．3 14．7 6．3 64．3 9．5

吉同 106 37．2 5．2 42．1 6．2 862 19．1   浜Q8．4 4．4 56．6 7．7 14．6 5．1
  崇
U0．3 10．7上十眉

低 109 38．3 4．1 44．2 7．5 80．2 19．2 26．9 6．1 56．9 8．6 15．9 6．3 64．2 9．9

註） 兼P〈0．05  楽巣P〈0．001  籏棄崇P＜0．01

      表5 皮下脂肪厚部位別高低群間における運動能力項目のM・SD

50   m（秒） 走 幅 跳（cm） ハンドボール投（秒〉 懸    垂（回） 1000m走（秒）

M S・D M S・D M S・D M S・D M S・D

上腕 高 98 9．1 0．6
  蒼漸
Q94．5 14．7 14．7 2．6 37．8 1L7 353．葦

15．3

低 103 9．0 0．6 309．2 15．1 14．4 2．5 37．9 13．9 340．1 32．5

高 99   讃
X．2 0．6

  戦嵐
Q94．7 33．2 14．5 2．5 36．1 11．9 348．7 33．2

肩甲骨

低 102 8．9 0．6 313．6 34．7 14．4 2．6 37．7 12．6 340．9 45．9

上十肩

高 106 9．1 0．5
  瀬
Q97．9 34．6 14．5 2．5 37．0 11．7

  瀬逝汽
R49．2 34．4

低 109 8．9 0．6 313．2 35．0 14．3 2．5 36．4 13．2 343．5 45．4

註） 滞Pく0．05  淵P〈0．001  料淡PくO．01

表6 皮下脂肪厚部位別高低群体格のM・SD
上腕背部（mm） 肩甲骨下部（mm） 上腕＋肩甲骨（mm） 身   長（cm） 体  重（kg）

M S・D M S・D M S・D M S・D M S・D

高 98 24．0 3．0 20．7 5．7 44．6 7．8 157．4 4．4 56．5 7．3
上腕

低 103 12．．6 2．3 13．2 3．9 25．8 5．3 151．4 5．3 48．4 6．0

高 99 21．6 4．7 23．0 3．9 44．6 7．5 156．8 4．7 56．3 6．5肩甲骨

低 102 14．8 3．8 10．8 L6 25．6 4．8 156．7 4．7 47．5 5．4

高 106 23．1 3．8 22．0 4．7 45．4 6．8 157．1 4．7 56．3 6．7上十肩

低 109 13．5 3．0 11．5 2．1 24．9 3．8 156．9 4．9 47．2 5．8

                 高低群間の体格皮脂厚平均値
                                  ←＿→高群
     図2上腕＋肩甲骨      図3肩甲骨下部    。一低群  図4上腕背部

灘難1鱗凱ll濃鴛ll繕競闘纂1綴1騰鷺ll瓢諜難

各項目令
体’F昆」｛直
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又運動能力項目では，皮脂厚上腕では，走巾とび，持久走の項目で低群が高群に比し有意にすぐれてい

た。肩甲骨では50m・走巾とび，1000m走の項目が低群が高群に比し有意にすぐれていた。上腕＋肩甲骨

でも同様であった。ハンドボール投はいずれの部位で高群がすぐれていたが有意差はなかった。

（図234参照）1

4，皮下脂肪厚と体力との関連

 運動能力の12項目の成績をすべて標準得点に換算し5段階に分類した。その基準は，3段階とは平均

値±1／2標準偏差の区間を占める群であり，平均値＋1／2標準偏差より平均値＋1．5標準偏差までを4，そ

れ以上を5とし，平均値一1／2標準偏差より平均値一1．5標準偏差までを2，それ以下を1とした。皮脂

厚各部位と5段階に分類した得点との関連をX2検定により検討した。それぞれの分布表は第7表～第18

表に示すとうりである。更に第19表は皮脂厚高低群における運動能力項目の優劣を示したものである。

その結果，次に示す項目に運動能力の高得点が有意に多くみられた。皮脂厚上腕では，垂直とびで52cm

以上の低群が有意に多くみられた（表10κ2－11．8xxdf＝4） 1000m走（339秒～319秒）の低群に多くみ

られた（表11κ2＝10．54df－4） 皮脂厚肩甲骨の部位では，50m走で8．1秒以下の低翼に多くみられた（表

16κ2＝9．56df＝4）1000m走で339秒～319秒の千早に有意に多くみられた。（表11κ2＝12．61 df＝4）踏

み台昇降では66．5～72．4の低群に多くみられた俵12κ2二10．59df＝4） 更に運動能力の低得点が有意

に多くみられた項目は，皮脂厚上腕では踏み台昇降で54．7以下の高群に（表12κ2＝11．08 df＝4） 走

田田では286cm以下の高群（表17κ2＝22．67 df＝4）にそれぞれ有意に多くみられた。皮脂厚肩甲骨では

下中跳で286cm以下の高群（表17κ2＝21．96 df＝4）に多くみられた。皮脂厚上腕＋肩甲骨では掘力で20

以下の高群（表8κ2＝10．36 df＝4），上体そらしで45cm～52cmの高群（表14×2＝15．55 df＝4），1000 m

走で358～340の高群（表11κ2＝10．96 df＝4）踏み台昇降で547以下の高群（表12κ2＝16．74 df＝4）

走巾跳で286cm以下の高群（表17κ2＝12．64 df－4）にそれぞれ有意に多くみられた。要するに，2部位

の皮脂厚とも少ないグループに運動能力の優れている項目が示されたのは，全身持久力を必要とし循環

機能項目でもある1000m走であり，上腕の皮脂厚の少ないグループで優れている項目は，瞬発力を必要

  表7 背筋力の分布
1 2 3 4 5 計

高   群 4 22 37 29 6 98 x2＝4．87上腕

低   群 10 24 43 19 7 103 df＝4
計 14 46 80 48 13 201

肩 高   群 3 29 37 32 3 99 x2＝8．28
甲 低   群 9 26 43 18 6 102 df＝4
骨 計 12 53 80 50 9 201

上 高   群 3 25 37 36 5 106 x2＝8．96
十 低   群 8 35 40 19 7 109 df＝4
一肩 計 11 60 77 55 12 215

表8 握力の分布

1 2 3 4 5 計
高   群 4 19 42 27 6 98 x2＝6．26上腕

低   群 9 31 32 23 8 103 df＝4
計 13 50 74 50 14 201

一眉 高   群 5 23 32 29 10 99 x2＝3．29
甲 低   群 10 30 32 22 8 102 df＝4
骨 計 15 53 64 51 18 201

上 高   群 4 21 40 33 8 106 x2＝10．36
十 低   群 11 37 32 24 5 109 df＝4
一肩 計 15 58 72 57 13 215 0．05＜P〈0』2寮
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表9 懸垂の分布

1 2 3 4 5 計

上腕
高   群

?  群
@  計

 4

@7
P1

31
Q5
T6

22
Q6
S8

37
S0
V7

459 98
P03
Q01

x2＝1．91
р?≠S

肩甲骨 高   群

?  群
@  計

 7

@7
P4

29
Q8
T7

28
Q3
T1

30
R5
U5

 4

@9
P3

99
P02
Q01

x2＝2．28
р?≠S

上±肩 高   群

?  群
@  計

 5

@8
P3

36
R1
U7

25
Q4
S9

36
R9
V5

 4

@7
P1

106
P09
Q15

x2；3．93
р?≠S

表m 垂直とびの分布

1 2 3 4 5 計

上腕 高 群
?群
@ 計

 6

@4
P0

34
Q0
T4

34
S5
V9

22
Q4
S6

 2

P0
P2

98
P03
Q01

x2＝11．84
р?≠S
O．01〈P〈0．02’ホ

肩甲骨 高   群
?  君羊

@ 計

 8

@3
P1

26
Q1
S7

43
S4
W7

18
Q6
S6

 4

@8
P2

99
P02
Q01

x2＝6．84
р?≠S

上口眉 高   君羊

?  群
@ 計

 6

@4
P0

31
Q3
T4

41
S1
W2

20
Q9
S9

 8

P2
Q0

106
P09
Q15

x2＝4．41
р?≠S

表11 田00mの分布

1 2 3 4 5 計
高   群 25 18 23 14 18 98 x2＝10．59

上腕

低   群 15 11 21 29 27 103 df＝4
計 40 29 44 43 45 201 G．05＜Pく0．02串

一肩 高   群 17 19 24 19 20 99 x2＝12．28
甲 低   君羊 14 9 14 35 30 102 df；4
骨 計 31 28 38 54 50 201 0．G2＜P〈G．OP3

上 高   群： 21 19 23 21 22 106 x2＝10．96
十 低   群 18 6 23 31 31 109 df；4
肩 計 39 25 46 52 53 215 0．G5＜P〈0．02寧

表12 踏み台昇降の分布

1 2 3 4 5 計

上
高   群 32 25 19 7 15 98 x2＝11．08

腕
低   群 14 27 26 16 20 103 df＝4
計 46 52 45 23 35 201 0．05〈p＜0．02廓

一肩 高   群 23 29 24 5 18 99 x2；10．59
甲 低  群 10 29 27 19 17 102 df＝4
骨 計 33 58 51 24 35 201 0．05＜pく0．02黙

上 高   群 31 30 22 6 17 106 x2＝16．74
十 低   君羊 12 34 23 21 19 109 df＝4
一肩 計 43 64 45 27 36 215 0．02＞p＞0．01躰
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表13 反復横とびの分布

1 2 3 4 5 計

上腕
高   群
?  君羊

@  計

20
P2
R2

21
Q6
S9

27
Q7
T4

20
Q6
S6

10
P2
Q2

98
P03
Q01

x2＝3．38
р?≠S

肩甲骨 高  群
?  群
@  計

20
@8
Q8

19
Q4
S3

28
Q5
T3

20
Q9
S9

12
P6
Q8

99
P02
Q01

x2＝7．94
р?≠S

上繭肩 高  群
?  群
@  計

23
P2
R5

19
Q2
S1

27
Q9
T6

25
R2
T7

12
P4
Q6

106
P09
Q15

x2＝3．98
р?≠S

表14 上体そらしの分布

1 2 3 4 5 計

上腕 高  群
?  群
@  計

 8

@7
P5

17
P9
R6

37
S2
V9

30
R1
U1

 6

@4
P0

98
P03
Q01

x2＝6。99
р?≠S

肩甲骨 高   群
?  君羊

@  計

10
@6
P6

13
Q1
R4

45
S0
W5

26
R4
U0

516 99
P02
Q01

x2＝6．8
р?≠S

上±肩 高   君羊

?  群
@  計

 7

P1
P8

16
R7
T3

54
R2
W6

22
Q4
S6

 7

@5
P2

106
P09
Q15

x2＝15．55
р?≠S
O．〔｝2＜P〈0．Ol寒

表15 立位体前屈の分布

1 2 3 4 5 計

上腕 高  群
?  群

 9

P1
28
Q0

39
S1

20
Q1

 2

P0
98
P03

x2＝6．88
р?≠S

計 20 48 80 41 12 201
一肩 高   群 11 28 40 19 1 99 x2＝6．64
甲 低  群 11 26 35 20 10 102 df＝4
骨 計 22 54 75 39 11 201

上 高   群 9 27 43 34 3 106 x2＝4．87
十 低   群 9 24 41 23 12 109 df＝4
一肩 計 18 51 84 47 15 215

表16 50m走の分布

1 2 3 4 5 計
高  群 9 29 33 22 5 98 x2＝2．47上腕

低   群 9 21 39 27 7 103 df＝4
計 18 50 72 49 12 201

一肩 高  群 12 28 38 19 2 99 x2＝9．57
甲 低   群 7 21 35 31 8 102 df＝4
骨 計 19 49 73 50 10 201 0．05＜p〈0．02率

上 高   群 12 30 37 24 3 106 x2＝6．96
十 低   群 9 25 30 36 9 109 df＝4
肩 計 21 55 67 60 12 215
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表17走幅とびの分布

1 2 3 4 5 計

上腕
高   群

?  群
@  計

47
Q4
V1

 9

Q5
R4

18
P0
Q8

11
Q0
R1

13
Q4
R7

98
P03
Q01

x2＝22．67
р?≠S
O．001＜P癖噛皐

肩甲骨 高   群

?  群
@  計

46
P7
U3

12
Q5
R7

12
P5
Q7

16
P8
R4

13
Q7
S0

99
P02
Q01

x2＝21．96
р?≠S
O，001＜P寧劇“

上子肩 高   群

?  群
@  計

45
Q2
U7

13
Q5
R8

15
P3
Q8

16
P8
R4

17
R1
S9

106
P09
Q15

x2＝12．64
р?G4
O．05くpく0．02寧

益田 ハンドボール投の分布

1 2 3 4 5 計

上腕
高   群

?  群
@  計

 7

P1
P8

25
Q7
T2

31
R4
U5

22
Q2
S4

13
@9
Q2

98
P03
Q01

x2＝1．66
р?≠S

肩甲骨 高   君羊

?  群
@  計

10
P0
Q0

30
Q7
T7

26
R7
U3

19
P9
R8

14
@9
Q3

99
P02
Q01

x2＝3，44
р?≠S

上皇肩 高   群

?  群
@  計

10
P2
Q2

29
Q9
T8

32
R9
V1

22
Q1
S3

13
@8
Q1

106
P09
Q15

x2；2．54
р?≠S

表把 皮脂厚高低群における運動能力項目の優劣

優劣 優 劣
皮脂厚 高     群 低     群 高     群 低     群
上    腕
w    部

垂直とび
P000m走

踏み台昇降
抹揩ﾆび’

肩  甲 骨
ｺ    部

50m走
P000m走
･み台昇降

上    腕

@ 十
ｨ  甲 骨

握力 上体そらし
P000m走
抹揩ﾆび
･み台昇降

とする垂直とびであった。更に，肩甲骨の皮脂厚の少ないグループに運動能力の優れている項目は50m

走，踏み台昇降であった。3部位の皮脂厚とも多いグループに運動能力の劣っている項目は，走巾跳，

上腕で多いグループで劣っているのは踏み台昇降，上腕＋肩甲骨の皮脂厚の多いグループで運動能力の

劣っている項目は，握力，柔軟性を必要とする上体そらし，10001n走，踏み台昇降の持久性を必要とす

る項目であった。

考 察

 発育曲線からみると，思春期，青年期になると，男子は，男性ホルモンが蛋白同化作用を促進し，筋

線維の肥大に都合のよい状況を体内につくり，女子については，女性ホルモンが筋肉の緊張を低下させ，

骨格に女子特有の変化が生じ，更に皮下脂肪の急増が生じるのである。それは将来の活動に必要な条件
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の形成としで陛差が顕著になる時期でもある。つまり成年期の身体発達の特徴は，身体的成熟過程とい

うより，成熟に達した身体が，その後の生活環境や生活条件にどう対応していくかであろう。

 日本における肥満増加の原因は栄養過剰と運動不足と指適されているが，それに生活活動量も要因の

一つであると考えられる。肥満は，体重の増加が脂肪の蓄積のせいか，筋肉（非脂肪組織）の増加のせ

いか見分けることはできないし，体内の脂肪量の測定は臨床的にもスクリーニングにもその実験はむず

かしいと言われている。脂肪は糖分等に比し消化も吸収もおそいだけでなく，作業にさいしてエネルギ

ー放出に動員されることもおそい物質である。しかしエネルギー貯備として最も重要なものであって，

糖の取入れ方が多い時には，体内で脂肪に転換され，エネルギー貯備となる。これが皮下等の脂肪組織

となるである。筋肉の様に直接作業を行う組織でないし，又動員が急速でないので組織が過大になり，

脂肪で体重増加となるであろう。

 皮下脂肪厚を2部位，つまり上腕背部，肩甲骨下部を5月，11月に測定し，いずれも上腕背部〉肩甲

骨下部だった。上腕背部は15mm～20mm，肩甲骨下部は10mm～15mmでそれぞれ高い分布を示していた。皮

下脂肪は，幅，量育の面から考えると，生まれて1年間は急激に増加し，体内で不十分な機能を助ける。

幼児期に入ると，減少し，思春期，青年期では前述の通りで女子特有の皮脂厚の発育が開始される。更

に，男子は40才初期，女子は40才後半に最大となり50才に入って減少傾向がみられるようである。今回

の測定で2部位で5月に比し11月頃低かったが，高校から大学への移項期や環境変化，学生生活になれ

活動化している等の影響があるからだろう。皮脂厚と身長は，上腕高群が低群に比しやや高く，体重で

は，2部位で高群が重く低群との差が8kg～9kgであった。現代文明の発展に伴い，オートメーション

化，機械化，電化製品の普及による家事の簡略化，自動車の普及をはじめとする交通機関の発達等によ

り日常生活活動が軽減されてきている。そのため問題が生じてきた。ひとつは相対的エネルギー過剰に

よる肥満である。もうひとつは運動不足の問題である。皮脂厚を運動能力別にみてみると，上腕，肩甲

骨で，皮脂厚の多いグループがすぐれていた項目は背筋力，握力，皮脂厚が少ないグループがすぐれて

いたのは，垂直とび，走性とび，1000m走，踏み台昇降，50m走，反復横とびの項目で有意差があった。

握力，背筋力の項目は，体力要素の筋機能の要素でその中で静的筋肉でいずれも比較的小さい筋群と考

えられ，筋線維の太さに大きく依存するため，この線維を肥大させて発達が期待できるので皮脂厚の多

いグループがすぐれていると思われる。筋機能の要素で特に瞬発力の必要な垂直とびは，筋の収縮力と

収縮速度に依存され爆発的に発揮させる力で評価されるので，皮脂厚，体重の発育の影響がパフォーマ

ンスに少なからず影響を与えるだろう。心臓の強さをみる踏み台昇降，1000m走の全身持久性の項目は，

局所の筋疲労よりも，呼吸，循環機能である酸素摂取能力が限界となって，全身の疲労を起こすが，

個人の体重が負荷となるため，皮脂厚の多少が大きく関連すると考えられる。基礎運動能力の走力，跳

力は共に脚力の瞬発力の関与が単なる能力であり，複雑な調整力が必要と考えられ，更に循環，呼吸機

能の発達に大きく依存されるので皮脂厚の少ないグループがすぐれていると思われる。敏捷性の要素の

反復横とびは全身の運動をくりかえし連続させるため，方向の変換，姿勢の変換器が含まれるので調整

力，協調性，正確で速かな動きとする為の平衡性等高度な要素が密接に関連すると考えられ低群がすぐ

れていると思われる。つまり握力で5段評価の低唱点者が45％も皮脂厚の少ないグループが占めている。

又1000m走では皮脂厚の少ない高弟者が64％～55％を占め，又走巾とびでは皮脂厚の多いグループの低

得者が55％も占めている。要するに発育発達の可能性は個人が持って生まれた条件（遺伝的条件），現在

おかれた発育，発達の程度に関する条件，その他の環境条件（栄養，休息，運動）によって異なってく
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るのだろう。又皮下脂肪は一般に，背部，腹部，腎部等比較的運動させない身体の部分に多く沈着する

傾向がある様である。エネルギーの蓄積場所として又内臓の保護，等生活のための必要などによるもの

であろう。特に上腕は，胸囲とほぼ同様な発育を示すことから筋組織の発育等の指標と考えられている。

ま と め

肥満の要因の1つと言われている皮下脂肪厚を中心に運動能力との関連をみた。

1

2

3

4

5

6

上腕背部，肩甲骨下部の2部位では，上腕〉肩甲骨だった。

皮脂厚高低群間で各部位で体重が高群は8kg～9kg重かった。

皮脂厚2部位で低群が垂直とび，走巾とび，1000m走の項目がすぐれ，有意な高得点であった。

背筋力，握力では，高群が有意にすぐれていた。

皮脂厚肩甲骨で少ないグループで有意な高得点の項目は，1000m走，踏み台昇降だった。

皮脂厚の多いグループで劣っている項目は，走巾とび，上体そらし，1000m走，踏み台昇降だった。
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